進化人類学分科会シンポジウム

「人類の社会性とその進化—共在様態の構造と非構造」・演題抄録

「人類の社会性とその進化：共在様態の構造と非構造」趣旨説明

○河合香吏（東京外国語大・アジア・アフリカ言語文化研究所）

The Evolution of Human Sociality: Structure and Anti-Structure (Non-Structure) in Co-Existence / Introduction.
Kaori KAWAI（ILCAA, Tokyo Univ. of　Foreign　Studies）

人類は進化史的にはごく最近（600～700万年前）まで、チンパンジーやボノボなどの類人猿とともに進化の過程を歩んできた。こうした進化的根拠をもつ人類の高度な社会性（sociality）の獲得は、種そのものの成立における最も重要な特質とみなしうる。本シンポジウムでは、この社会性の起原と進化について、霊長類社会学、生態人類学、社会文化人類学という３つの学問分野から接近する。すなわち、群居性動物としての人類が発達させてきた複雑で多様な社会のありよう、いいかえれば複数個体の共在様態について、その構造のみならず、「非構造」の側面にも着目することによって、人類の社会性の進化の解明に新たな展開を試みる。

「接続」の方法－霊長類社会学における非構造

○足立薫（京都産業大学・グローバル化推進室）

A Method of "Continuity": Anti-structure in Primate Sociology
Kaoru ADACHI

霊長類の群れを対象とする霊長類社会学では、個体の多様な共在様態を進化の理論で説明しようとしてきた。種や環境によって異なる集団を形成する霊長類の行動は、社会構造によって類型化され、単線的な進化の理解に基づいて配置されてきた。多くの場合、要素としての社会構造を配置する際に、理論的基盤を担うのは、配置の先端にある人類社会への接続の合理性である。

本報告では単独性の霊長類や、生活史の一部を孤独に過ごすニホンザル、特殊な共在様態を見せる混群なども含めて、「構造」だけではなく「非構造」の霊長類社会に注目する。人類とそれ以外の霊長類の社会の連続性に、新しい進化史的な基盤を探ることを目的とする。

人類学的視点から考える新たな他者像

· 曽我亨（弘前大・人文）
A Consideration of the ‘Others’ from the Perspective of Anthropology.

Toru SOGA

人類が高度で複雑な社会を組織する際に直面してきた問題のひとつとして、自らとは相いれない異質な他者への処遇がある。ヒトは他者を、ときに排除し、ときに歓待してきた。その態度は、組織のありようと強い関連を持っている。「他者」は哲学が好んで取り上げる主題のひとつであるが、人類学的な立場から「他者」をめぐる現象を考察すると、哲学には大きな不満を感じる。それは、自分の傍らにいる人から、遠く離れた人までを、すべて等質に他者として扱ってしまう哲学的陥穽である。本論では、霊長類学的手法、すなわち対面的相互作用の積み重ねから「他者」を考察し、「他者」が成立する機序を考える。

「人類小集団の生成と崩壊」

○内堀基光（放送大・教養）

Making and Unmaking of Small Social Units
Motomitsu UCHIBORI

人類社会における構造と非構造の問題を、集団の生成局面と崩壊局面という2つの方向性から見ると同時に、両者の混在の様相を層位、位相、眺めの焦点距離などの違いに着目して考察する。これに関して家族的な小単位および居住共同体等の小集団を、民族学の側からの具体例として取り上げる。社会性にかぎらず、現在の人類的事象を進化的に論じるとき、進化のどの継起・転換点について語るのが最も有効かということが問題となるが、ここでは民族学という進化とは乖離した立場からの見解になるため、保守的な枠組みとして、ホミニゼーション期、ホモ属形成期、現生人類期という３継起をやや網羅的に想定する。
